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各 位 

2013年 4月 25日 

会 社 名            日 立 化 成 株 式 会社 

代 表 者 名          執行役社長  田 中 一 行 

           （コード番号 4217 東証、大証第一部） 

問 合 せ 先    CSR統括部 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀ長 

                        加 藤  淳 

                   （電話：03-5533-7141） 

 

 

2013～15年度 中期経営計画の概要 

 

 当社は 2015年度を最終年度とする中期経営計画を策定しましたので、概要をお知らせいたします。添

付資料を併せてご参照ください。 

 

＜基本方針＞ 

（１）ハイエンド分野での材料技術による製品差別化とグローバル展開による増収増益の必達 

（２）構造改革による体質強化 

 

１．成長戦略 

（１）事業戦略 

① 高機能材料事業（電子材料、無機材料、樹脂材料、配線板材料、電子部品、等） 

  日立化成グループの収益ドライバーとして、ハイエンド分野での材料技術による製品差別化に取り

組むとともに、グローバル展開の強化（ミドルレンジ戦略）により、高収益体質の維持・向上を図

る。 

② 自動車部品事業（樹脂成形品、摩擦材、粉末冶金製品、等） 

  グローバルサプライヤーを目ざし、海外生産拡大による収益性改善、海外販路拡大、次世代製品開

発の加速を図る。 

③ 蓄電デバイス事業（車両用電池、産業用電池・システム、キャパシタ、等） 

  将来の主力事業として、グローバルに実績を拡大させ、16 年度以降の本格成長に向けた磐石な事業

基盤の確立を図る。 

④ ライフサイエンス関連事業（診断薬・装置、等） 

  将来の基盤事業として診断領域を中心に育成を図るとともに、コア技術を活用し新事業分野の探索

に取り組む。 
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（２）研究開発戦略 

① 環境・エネルギー、ライフサイエンス等の新分野における、新事業の創生に資する、研究ポートフ

ォリオに変革を行う。 

② 売上高研究開発費比率５％超の研究開発リソースを継続投入する。成長分野である「環境エネルギ

ー分野」にリソースの重点配分を図る。 

 

（３）投資戦略 

① 収益に直結する投資テーマを厳選し、伸び筋市場への重点配分を図る。 

② 収益力強化を図るための投資管理指標として ROIC（Return On Invested Capital）を導入する。各

事業において業界平均以上の数値を確保し、更なる収益力向上を目ざす。 

 

２．コスト構造改革 

事業構造および業務構造の両面から果敢に変革を実行し、お客様の価値を生み出す構造へと体質強

化を図る。 

 

３．2015年度 経営目標 

区  分 2012年度（実績） 2015年度（目標） 

売 上 高 4,647億円 6,000億円 

営業利益率 5.1％ 10％以上 

 

 

以  上 

 

 

＜将来の見通しに関するリスク情報＞ 

本資料（添付資料を含む）に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に

基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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新中期経営計画の基本方針と戦略

成長戦略

■事業戦略

・高機能材料事業 ・・・

・自動車部品事業 ・・・

・蓄電デバイス事業 ・・・

・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ関連事業・・

■研究開発戦略： 新事業の創生に資する研究ポートフォリオへの変革

■投資戦略 ： 収益に直結する投資テーマ厳選（投資管理指標としてROIC導入）

コスト構造改革

事業構造と業務構造の両面からの変革実行
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• 構造改革による体質強化

• ハイエンド分野での材料技術による製品差別化と
グローバル展開による増収増益の必達

収益ドライバーとして、ハイエンド分野での材料技術による製品
差別化と、海外での製品展開による高収益体質の維持・向上

グローバルサプライヤーを目ざし、海外生産拡大による収益性
改善、海外販路拡大、次世代製品開発の加速

将来の主力事業として、グローバル成長加速、16年度以降の
本格成長に向けた磐石な事業基盤の確立

将来の基盤事業として、診断領域を中心に実績拡大。新事業
分野の探索
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グローバル競争を
勝ち抜く製品戦略の実践

（ミドルレンジ戦略）

高収益新製品の
継続投入

・高付加価値品への製品転換

・ハイエンド分野での材料技術
による差別化

→新たな価値を生み出す材料
を提供

高機能材料事業
3

高収益力の維持向上

・販売・生産・開発体制の最適化

・材料調達先の最適化

・製造プロセスの最適化

・物量効果による低コスト生産

・顧客の新たなニーズの掘り
起こし

© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2013. All rights reserved.
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自動車部品事業

製品開発と販路拡大 海外需要の確実な刈取り
(地産地消対応)

・既進出拠点・地域の適正
拡充

事業基盤の強化

・未進出地域の供給体制構築
(Ｍ＆Ａ/アライアンスも視野)

・材料技術に立脚した製品
開発

・多様な顧客ルートの開拓
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摩擦材 生産能力増強
（12/8月）

粉末冶金製品 生産能力増強
（14/秋）

摩擦材 製造合弁会社設立
（12/12月）

粉末冶金製品 製造拠点新設
（13/4月）

粉末冶金製品 生産能力増強
（13/7月）

摩擦材 生産能力増強
（13/2月）

樹脂成形品 製造拠点新設
（14/1月）

粉末冶金製品 生産能力増強
（13年度）

・海外生産比率： 12年度 41%⇒15年度 54%目標
・グローバル生産効率向上による収益力の改善

自動車部品事業

2012年度 2015年度

国内生産高

海外生産高

国内・海外生産高比率

37%
51%

63%
49% 粉末冶金製品 生産能力増強

（14/秋）

海外生産拡大による収益改善

輸送コスト削減、国内生産技術の移転による生産技術向上

粉末冶金製品 製造拠点新設
（12/2月）

中 国

インド
タ イ

インドネシア

米 国

メキシコ

黒字：既稼働(12年以降)
赤字：未稼働

：製造拠点

© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2013. All rights reserved.
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なぜ蓄電デバイス事業を手がけるのか？

(2012年 約1兆円、2015年 約1.2兆円、2020年 1.4兆円超)
市場

日立化成

新神戸電機

融合シナジーが創出可能な事業基盤を有し、優位性を発揮できる事業

蓄電デバイス事業

将来の拡大市場で、優位性の高い事業推進が可能

 産業用蓄電池市場は、電力貯蔵用途を中心に、４兆円超に拡大

 自動車用鉛蓄電池市場は1.4兆円超に拡大

(2012年 約5,000億円、2015年 約１兆円、2020年 ４兆円超)

※自社調べ

※自社調べ

海外

モノづくり力
４つの

豊富な

電池技術

材料技術

電気機器技術 蓄電デバイス

経営資源評価技術 ネットワーク
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・基盤事業として、新車用・補修用(ISS)の海外拡販等の
グローバル展開を加速、マーケティングを強化

・自動車用鉛蓄電池のモノづくりノウハウを生かした
原価低減、生産プロセスの開発期間短縮

・産業用鉛蓄電池の販売チャネルを生かしたマーケティング

自動車用
鉛蓄電池

産業用
鉛蓄電池

産業用
LiB/LiC

蓄電デバイス事業

基盤事業(自動車用電池)で新事業(産業用鉛/LiB)を推進する「歯車構造」

第３の基幹事業創生
2020年までに蓄電デバイス事業をグループの「基幹事業」に成長させる

・現地生産ノウハウの蓄積

・材料技術による抜本的な原価低減、低コスト化対策

・新エネルギー実証実験への参画

© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2013. All rights reserved.
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デバイス 概要

LL電池

LL電池
/LiB

LiB

参考： 2012年度 総納入電池容量 約24MWh≒2,400世帯の１日分の電気(世帯あたり10KWh/日の場合)

蓄電デバイス事業

「信頼性＝豊富な納入実績」が重要ポイントのひとつ。
産業用鉛蓄電池： 実績を生かして、海外で拡販・シェア拡大

産業用LiB ： 大規模実証への積極的な参画を推進

産業用蓄電池 納入実績例

・10年 青森 出力変動緩和型風力発電 (くろしお風力殿)

・04年 中国 太陽光・風力発電・発電機 （ＮＥＤＯ殿）

・11年 山形 出力変動緩和型風力発電 (庄内風力殿)

・02年 沖縄 風力発電 (沖縄電力殿)

・01年 タイ 太陽光発電 （ＮＥＤＯ殿）

・04～07年 群馬 太陽光発電・住宅蓄電 (NEDO殿)

・10年 青森 ＨＥＭＳ実証試験 (トヨタホーム殿)

・13年 千葉 柏の葉スマートシティ (三井不動産殿)

・12年 米国 ハワイ・マウイ島風力発電 (NEDO殿)

・12年 中国 天津市エコシティ (天津電力殿)

青森 風力発電

タイ・リボン島
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ライフサイエンス関連事業

アレルギー診断診断 生活習慣病診断 がん診断

体外診断薬

診断装置

新規診断薬

医療・衛生用品、化粧品

15年度への戦略

・材料等基盤技術の活用
・診断薬事業での実績
(ｱﾚﾙｷﾞｰ診断薬世界No.2)

・需要、収益が安定
・W/Wで需要期待

LS市場 日立化成

診断領域を中心に

将来の基盤事業へ

コア技術を活用した
新事業分野の探索

診断事業を軸に事業拡大

売上高
150億円
事業に
育成

なぜ手がけるのか？

© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2013. All rights reserved.
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Ｒ＆Ｄの方向性

新事業本部

新事業創生 ：環境、資源、ライフサイエンス等新分野進出
既存事業競争力強化：圧倒的優位性のある技術の確立
技術基盤強化 ：新樹脂、分析技術強化と事業化連携

基 盤 技 術

要素技術、新規樹脂・新素材

社会インフラ

・電力・電機向け
高耐圧材料

・ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
・自動車用

環境資源部材
・ﾘｻｲｸﾙ関連

環境エネルギー

・蓄電ﾃﾞﾊﾞｲｽ
・蓄電ﾃﾞﾊﾞｲｽ材料
・太陽電池材料

情報通信

・次世代半導体材料
・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

未来技術

・有機ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
・環境関連
・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ関連
・社会潮流展望

事業部門 事業化加速 外部連携
日立ｸﾞﾙｰﾌﾟ
大学等
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Ｒ＆Ｄポートフォリオ戦略

Ｒ＆Ｄへのリソース配分

・コーポレート所属R&D人員 ： 環境エネルギー分野へ重点配分

・研究開発費比率 ： 年間 ５％超を継続

11

15年度 計画12年度 実績09年度 実績

情報通信

61%

情報通信
(24%)

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ

45%

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ

34%
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
(12%)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
(2%)

基盤技術

(3%) 基盤技術

(22%)

コーポレート所属Ｒ＆Ｄ人員推移

情報通信
(30%)

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ

50%

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
(10%)

基盤技術
(10%)

© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2013. All rights reserved.

180
(38%)

100
(21%)

130
(27%)

480億円385億円

190
(49%)

90
(24%)

50
(13%)

高機能材料

15年度（計画）13年度（計画）

12

蓄電デバイス

16年度以降の市場拡大
に向けた重点配分

自動車部品

11～12年度積極投資
の効果刈取り

高機能材料

売れ筋製品獲得のための
タイムリーな投資

70
(15%)

55
(14%)

投資テーマを厳選し、伸び筋市場へ重点配分
収益力強化のための投資管理指標として ROIC導入

事業別方針

投資戦略

設備投資計画

237
(51%)155

(33%)

蓄電ﾃﾞﾊﾞｲｽ

自動車

467億円

その他

12年度（実績）

52
(11%)

23
(5%)
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お客様の価値を生み出す構造改革の実現

13
コスト構造改革

事業構造改革

業務構造改革

・ 新製品・新事業拡大

・ 営業・受注ﾌﾟﾛｾｽの標準・合理化

・ 間接業務のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ標準化、
ｼｪｱｰﾄﾞ化推進

目標値

4,647億円

6,000億円

2012年度
実績

2015年度
計画

18% 16%

・ ﾛﾎﾞｯﾄ化等による生産省人化

・ 低収益製品対策

販 管 費

売上原価 77% 74%

5%

10%以上

・ ｸﾞﾙｰﾌﾟ購買、調達ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ推進

・ 事業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾌﾄ

・ 物流業務のｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ拡大

営業利益

売 上 高

© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2013. All rights reserved.

2012

(億円)

14

2013

4,647

6,0005.1%

10%超

高機能材料

ライフサイエンスほか

自動車部品

蓄電デバイス

営業利益率(%)
売上

2015

5,000

(年度)

6.2%

目標値サマリ

3,350

1,375

1,100

3,030

1,180

725

2,772

1,120

693

175

65
62
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本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可
能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によっ
て異なる結果となる可能性があります。
本資料を無断で転載、二次利用することをお断りいたします。


